
第
入
巻
　
　
紹
　
　
介

　
　
⑳
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
史
、
西
洋
海
事
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丈
學
博
士
　
箕
作
元
八
事

　
籔
年
に
わ
た
っ
て
進
行
し
つ
、
あ
っ
た
故
箕
作
博
士
の
造
稿
整

理
事
業
が
完
成
し
、
最
近
右
の
二
著
の
刊
行
を
見
る
に
至
っ
た
。

ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
史
は
、
先
年
出
版
さ
れ
た
第
十
八
世
紀
無
量
西

文
化
史
、
及
び
フ
ラ
ン
ス
大
革
命
史
の
績
稿
で
あ
る
。
全
巻
一
千

頁
に
垂
ん
ざ
す
る
土
盛
な
る
も
の
で
、
博
士
の
最
も
得
意
ミ
せ
ら

れ
た
領
域
の
M
部
が
、
博
士
感
得
の
鏡
き
史
二
重
、
流
麗
な
る
筆

致
ε
を
以
て
、
弛
緩
な
く
綜
合
把
捉
さ
れ
て
る
る
。
叙
蓮
の
筆
は

那
瓜
剃
三
岡
世
に
起
さ
れ
、
章
を
雷
箔
ね
る
こ
ミ
四
十
、
ワ
～
テ
ル
ロ
ー

役
、
巴
塁
第
二
門
構
に
至
っ
て
絶
た
れ
て
み
る
。
憲
章
の
腿
分
及

び
長
短
の
不
整
備
、
結
尾
の
不
完
全
は
、
本
書
が
講
義
の
稿
本
そ

の
ま
』
の
も
の
な
る
敵
、
止
む
を
得
な
い
こ
S
で
あ
ら
う
。
併
し

お
よ
そ
歴
史
叙
蓮
が
薯
者
の
個
性
を
あ
ら
は
す
藝
術
的
創
作
で
あ

る
以
上
、
如
上
の
地
温
は
、
故
博
士
が
那
翁
時
代
を
如
何
に
把
捉

さ
れ
た
か
を
窺
ふ
に
、
何
等
の
障
碍
ミ
な
ら
な
い
。
惟
ふ
に
、
博

士
は
那
翁
の
封
英
政
策
を
以
て
那
翁
時
代
史
進
行
の
中
核
ミ
せ
ら

れ
た
の
で
あ
ら
う
か
。

第
三
號
　
　
　
　
玉
○
　
（
五
「
二
）

　
西
洋
海
事
奥
は
、
著
者
が
こ
の
方
面
に
も
猫
創
の
見
識
を
持
せ
．

ら
れ
た
こ
脂
こ
少
か
ら
ざ
る
を
示
す
。
全
篇
八
百
頁
に
近
い
叙
論
中

近
古
篇
に
お
け
る
繭
英
の
海
ヒ
棲
璽
奪
史
は
，
博
士
が
滞
並
巾
、

自
ら
蒐
集
さ
れ
た
る
史
料
に
糠
っ
て
成
れ
る
も
の
で
、
全
篇
に
濡

す
る
努
力
の
大
部
分
が
こ
・
に
傾
注
さ
れ
を
る
か
ぐ
」
思
は
れ
る
程

素
線
せ
る
丈
字
で
あ
る
。
就
中
、
偉
人
ロ
イ
テ
ル
の
最
後
ε
題

す
る
一
盛
は
、
讃
む
も
の
を
し
て
、
猫
、
博
士
の
講
莚
に
列
せ
る

の
思
あ
ら
も
め
る
。
爾
、
サ
ラ
ミ
ス
海
戦
に
就
い
て
の
一
節
は
、

博
士
が
ヘ
ロ
ド
ト
ス
を
正
確
に
解
繹
せ
ら
れ
，
こ
れ
を
根
糠
ミ
し

て
泰
西
主
稜
墨
の
研
究
を
蜘
忘
し
、
然
る
後
博
士
の
創
見
を
た
て

ら
れ
た
こ
S
を
、
明
白
に
知
る
こ
ε
が
萬
來
る
。
要
す
る
に
右
の

二
著
述
は
、
吾
國
史
學
界
、
殊
に
寂
蓼
た
る
西
洋
史
の
領
域
に
お

い
て
稀
に
見
る
學
術
的
勢
作
で
あ
ら
う
。
　
（
富
山
鍔
糞
行
、
定
富

山ハ

A
∩
〉
○
及
｝
血
、
五
〇
）
〔
安
餐
〕

　
　
⑳
地
　
形
　
學
　
　
　
　
理
學
士
　
辻
　
村
太
郎
著

　
英
國
に
於
て
湊
盤
を
あ
け
猫
乙
に
於
て
哺
ま
れ
リ
ヒ
ト
ホ
ー
プ

エ
ン
、
ペ
ン
ク
を
縄
て
大
成
せ
ら
れ
た
濁
乙
式
地
形
學
、
新
大
陸

に
樹
立
さ
れ
ダ
ツ
ト
ン
、
ボ
ウ
エ
ル
、
ジ
ル
バ
ー
ト
を
経
デ
ヴ
イ



ズ
に
至
っ
て
完
成
せ
ら
れ
た
米
蔵
式
地
形
學
は
ナ
ゥ
マ
ン
、
リ
ヒ

ト
ホ
ー
フ
エ
ン
、
原
田
等
の
故
人
、
小
藤
、
小
川
、
山
崎
。
徳
永
、

矢
部
等
の
諸
博
士
に
よ
っ
て
我
國
に
輪
入
せ
ら
れ
、
之
に
立
て
其

の
地
質
構
造
大
地
形
の
大
望
は
解
羅
せ
ら
れ
地
織
の
一
部
も
明
か

に
な
っ
た
が
、
倫
將
來
の
研
究
に
待
つ
問
題
が
甚
だ
多
く
噛
殊
に

地
杉
學
に
湿
す
る
纒
つ
た
歯
苔
は
今
日
ま
で
殆
ん
さ
一
も
出
な
か

っ
た
。

　
此
の
㎜
五
心
を
補
ふ
旧
型
一
ア
ヴ
イ
ス
、
マ
ル
ト
ン
、
ペ
ン
ク
、
ズ
ー

パ
ジ
、
コ
ー
ベ
ル
、
ウ
イ
ル
ク
ン
ス
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
、
シ
ユ
ナ
イ

デ
ル
、
ジ
ュ
ー
ス
等
欧
米
諸
金
字
の
論
著
を
滲
画
し
、
薄
れ
に
三

献
先
進
諸
學
者
の
研
究
ミ
著
者
自
身
の
研
究
ミ
を
加
味
し
、
地
形

學
の
一
教
科
書
た
ら
し
め
ん
亀
こ
の
目
的
を
以
て
編
ま
れ
た
も
の
本

書
で
あ
る
。

　
地
形
農
・
の
み
に
限
ら
れ
た
近
年
搬
行
の
外
気
書
が
小
撒
で
あ
り

日
本
文
で
書
か
れ
に
此
の
種
の
雨
量
が
比
較
的
稀
で
あ
っ
た
際
か

か
る
良
書
の
瞬
け
に
せ
ら
れ
た
事
は
斯
醸
の
爲
誠
に
喜
ぶ
べ
き
事

で
あ
っ
て
、
吾
人
は
文
献
の
不
足
、
こ
主
語
の
問
題
ざ
に
面
し
な
が

ら
能
く
菊
版
六
百
鍛
頁
の
此
の
好
著
を
編
み
我
國
引
当
地
理
學
者

第
入
巻
　
　
、
紹
　
　
介

の
参
考
書
ざ
し
て
將
又
地
形
図
研
究
者
の
入
門
書
ε
し
て
之
を
學

界
に
提
供
し
た
薯
者
の
勢
を
多
S
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
本
書
編
を
分
つ
事
＋
，
竹
田
編
緒
論
に
於
て
地
形
墨
の
獣
的
以

下
撒
項
を
馨
叙
し
、
第
二
編
に
於
て
地
理
墨
的
輪
廻
の
大
藩
を
論

じ
、
第
三
編
に
於
て
河
蝕
輪
廻
、
第
西
編
に
於
て
カ
ル
ス
ト
輪

廻
」
第
五
編
に
観
て
乾
燥
輪
廻
、
第
六
編
に
於
て
氷
河
輪
廻
、
第

七
編
に
於
て
海
蝕
輪
廻
を
啓
論
し
、
第
三
編
河
蝕
輪
廻
は
夏
に
之

を
七
章
に
分
ち
谷
、
由
、
李
忌
寸
肇
地
、
山
地
、
プ
ロ
ツ
ク
由
地
、

山
地
の
大
地
形
、
盆
地
に
就
て
詳
論
し
其
の
論
述
を
終
っ
て
居

る
。
第
三
編
は
云
ふ
迄
も
な
く
本
薯
の
主
要
部
分
で
あ
る
。

　
本
書
牧
載
の
圖
版
が
全
部
歓
米
諸
大
家
の
著
作
中
か
ら
韓
載
せ

ら
れ
唱
も
日
本
固
有
の
も
の
が
挿
入
せ
ら
れ
て
居
な
い
事
は
著
者

ε
共
に
甚
だ
慧
憾
ε
す
る
所
で
あ
る
が
是
は
地
形
墨
に
關
す
る
邦

文
の
編
著
に
念
で
あ
っ
た
著
者
の
立
揚
ミ
し
て
は
寧
ろ
比
む
を
得

な
い
事
で
あ
っ
た
。
此
の
書
の
刊
行
に
よ
つ
て
斯
墨
に
興
味
を
肥

す
る
者
が
吋
人
で
も
多
く
現
れ
之
を
補
ふ
事
が
嵐
諮
れ
ば
著
者
も

定
め
し
満
足
ε
す
る
事
で
あ
ら
う
。
（
古
今
書
院
専
行
、
三
面
五
、

二
〇
）
〔
小
牧
〕

第
三
槻
　
　
一
五
一
　
（
五
一
三
）


